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海
かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の再

さい
教
きょう
育
いく
から学

まな
んだこと

～「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズの発

はっ
刊
かん
」に寄

よ
せて～

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター　専

せん
任
にん
講
こう
師
し
久
く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
では、2006年

ねん
度
ど

より「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう

シリーズ」の発
はっ
刊
かん
を始

はじ
めました。

このシリーズは、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターで1989年

ねん
の

開
かい
設
せつ
以
い
来
らい
行
おこな
われてきた海

かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご

教
きょう
師
し
のためのさまざまな研

けん
修
しゅう
を

通
とお
して、そこで得

え
られた考

かんが
え方

かた
や経

けい
験
けん

をもとにつくられたものです。この記
き
事
じ
では、このシリーズ発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み
と、この

シリーズに込
こ
められている教

きょう
師
し
の再

さい
教
きょう
育
いく
に対

たい
する考

かんが
え方

かた
をお伝

つた
えいたします。

1．「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ」発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み

現
げん
在
ざい
世
せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
で約

やく
13万

まん
人
にん

注1、海
かい
外
がい
では250万

まん
人
にん
を

超
こ
えています。そして、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の数

かず
は約

やく
3万
まん
3千
せん
人
にん
で、そのうち約

やく
7割
わり
が

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
です注2。つまり、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の大

たい
半
はん
は

海
かい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
であり、また、その教

きょう
育
いく
の大

たい
半
はん
は、日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
師
し
によって支

ささ
えられていると言

い
えます。

しかし、現
げん
在
ざい
出
しゅっ
版
ぱん
されている日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の研

けん
修
しゅう
のための教

きょう
材
ざい
を考
かんが
えたとき、

そのほとんどが、日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
で日

に
本
ほん
人
じん
によって利

り
用
よう
されることが前

ぜん
提
てい
になっているこ

とは否
いな
めません。そしてさらに、これから日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
を目

め
指
ざ
す人

ひと
たちのための

知
ち
識
しき
提
てい
供
きょう
型
がた
のものが多

おお
いということも事

じ
実
じつ
です。我

われわ々れ
は、重

じゅう
要
よう
でありながら、

焦
しょう
点
てん
のあてられてこなかった「海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える教

きょう
師
し
」、さらに「日

に
本
ほん
語
ご

を母
ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
」を視

し
野
や
に入

い
れた教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
を作

さく
成
せい
しました。さらに教

きょう
師
し

研
けん
修
しゅう
での経

けい
験
けん
を生

い
かして、知

ち
識
しき
を提

てい
供
きょう
するだけでなく、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
に必

ひつ
要
よう
な

基
き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
につける」ことも目

め
指
ざ
した教

きょう
材
ざい
になっています。以

い
下
か
に

これらの点
てん
について説

せつ
明
めい
します。

① 海
かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える教

きょう
師
し
のための教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい

日
に
本
ほん
国
こく
内
ない
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
と、海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
は、何

なに
が異

こと
なる

でしょうか。一
いち
番
ばん
大
おお
きな違

ちが
いは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって日

に
本
ほん
語
ご
が、住

す
んでいる国

くに
で

実
じっ
際
さい
に使

つか
われていることばか、住

す
んでいる国

くに
では使

つか
われていない「外

がい
国
こく
語
ご
」で

あるかという違
ちが
いです。この違

ちが
いは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の意

い
識
しき
や、実

じっ
際
さい
に日

に
本
ほん
語
ご
に触

ふ
れる

機
き
会
かい
の質

しつ
や量
りょう
に影

えい
響
きょう
し、また、教

きょう
師
し
が利

り
用
よう
できる教

きょう
材
ざい
や素

そ
材
ざい
の質

しつ
や量
りょう
にも影

えい
響
きょう
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します。教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
を考
かんが
える上

うえ
で、こうした面

めん
も充
じゅう
分
ぶん
考
こう

慮
りょ
する必

ひつ
要
よう
があります。この教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズは、こ

うした「外
がい
国
こく
語
ご
」として日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える場

ば
合
あい
も想

そう
定
てい
して

つくられています。

② 日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
のための教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
とする日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が「日

に
本
ほん
語
ご
」を分

ぶん
析
せき
する

とき、自
じ
分
ぶん
はどのようにことばを使

つか
っているか考

かんが
える

「内
ない
省
せい
」という方

ほう
法
ほう
をとることができます。日

に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
と

しない日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の場

ば
合
あい
には、そうした方

ほう
法
ほう
をとることは

難
むずか
しいですが、自

みずか
らが学

まな
んだ経

けい
験
けん
を持

も
つ、あるいは、いつ

でも学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の立

たち
場
ば
になれるということが、教

おし
え方

かた
を考
かんが
える

上
うえ
で大

おお
きな利

り
点
てん
となっています。そうした点

てん
を踏

ふ
まえ、

日
に
本
ほん
語
ご
を母

ぼ
語
ご
としない教

きょう
師
し
にとって、一

ひと
つの課

か
題
だい
をどのよう

な課
か
程
てい
で考
かんが
え、解

かい
決
けつ
していけば有

ゆう
効
こう
なのかも考

かんが
えました。

例
たと
えば、実

じっ
際
さい
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に与

あた
える課

か
題
だい
を、まず自

みずか
ら体

たい
験
けん
して

もらうことによって、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
としての「発

はっ
見
けん
」や「達

たっ
成
せい
感
かん
」

などを思
おも
い出

だ
してもらい、それを自

じ
分
ふん
の教

おし
え方

かた
に応

おう
用
よう
して

もらったりします。また、この教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズでは、

できるだけわかりやすい日
に
本
ほん
語
ご
の文

ぶん
章
しょう
で説

せつ
明
めい
することを

心
こころ
がけ、漢

かん
字
じ
の負

ふ
担
たん
も少

すく
なくなるように配

はい
慮
りょ
しています。

③ 教
きょう
師
し
として必

ひつ
要
よう
な基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
につけるための

教
きょう
材
ざい

前
ぜん
述
じゅつ
の通

とお
り、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターでは、

開
かい
設
せつ
以
い
来
らい
約
やく
17年

ねん
にわたって海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
を

行
おこな
ってきました。この間

かん
、当

とう
センターで研

けん
修
しゅう
を受

う
けた

研
けん
修
しゅう
生
せい
は、延

の
べ数

すう
で6500人

にん
を超

こ
え、その出

しゅっ
身
しん
地
ち
域
いき
は、

90か国
こく
以
い
上
じょう
になります。研

けん
修
しゅう
は約

やく
2か月

げつ
の短

たん
期
き
研
けん
修
しゅう
、

約
やく
6か月

がつ
の長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
、さまざまな国

くに
の教
きょう
師
し
が集

あつ
まった研

けん

修
しゅう
、一

ひと
つの国

くに
の教
きょう
師
し
を集

あつ
めた研

けん
修
しゅう
など、さまざまな種

しゅ

類
るい
があります。内

ない
容
よう
としては、「日

に
本
ほん
語
ご
」「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
」

「日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
」の三

みっ
つの分

ぶん
野
や
の中

なか
から、それぞれの分

ぶん
野
や
で、

できるだけ新
あたら
しく、普

ふ
遍
へん
的
てき
で、なおかつ共

きょう
通
つう
に認

にん
識
しき
できる

ものを取
と
り上

あ
げています。

そして、17年
ねん
間
かん
の経

けい
験
けん
を通

とお
して我

われわ々れ
が学

まな
んできたこと

は、単
たん
にそうした分

ぶん
野
や
の知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を提

てい
供
きょう
するだけでは、

それを帰
き
国
こく
後
ご
に実

じっ
際
さい
に生

い
かしてもらおうと考

かんが
えた場

ば
合
あい
、

不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
な場

ば
合
あい
もあるということでした。そこで日

に
本
ほん
語
ご
国
こく

際
さい
センターの研

けん
修
しゅう
では、新

あたら
しい知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を応

おう
用
よう
していく

上
うえ
での基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
をも養

やしな
うことを目

もく
標
ひょう
とするよ

うになりました。具
ぐ
体
たい
的
てき
には次

つぎ
のような姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
です。

自
じ
分
ぶん
で考
かんが
える力

ちから

新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
に接

せっ
したとき、受

うけ
身
み
的
てき
にならず、

自
じ
分
ぶん
で考
かんが
え、理

り
解
かい
し、納

なっ
得
とく
してから吸

きゅう
収
しゅう
することが必

ひつ
要
よう

であると考
かんが
えます。

客
きゃっ
観
かん
性
せい
、柔
じゅう
軟
なん
性
せい

現
げん
職
しょく
の教
きょう
師
し
は、時

とき
として、自

じ
分
ぶん
のこれまでの考

かんが
え方

かた
や

教
おし
え方

かた
にとらわれてしまっていることがあります。新

あたら
しい

考
かんが
え方

かた
や、他

ほか
の教
きょう
師
し
の意

い
見
けん
に耳

みみ
を傾
かたむ
け、その内

ない
容
よう
を客
きゃっ

観
かん
的
まと
に理

り
解
かい
し、時

とき
には柔

じゅう
軟
なん
に受

う
け入

い
れる姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
もま

た必
ひつ
要
よう
であると考

かんが
えます。

現
げん
実
じつ
を見

み
つめる視

し
点
てん

新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
を、自

じ
分
ぶん
でよく考

かんが
え、柔

じゅう
軟
なん
に取

と
り入

い
れ

ることができるようになったとしても、それをすぐに自
じ
分
ぶん

の教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
で生

い
かせるとは限

かぎ
りません。自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の環

かん
境
きょう

や、自
じ
分
ぶん
の特

とく
性
せい
や能

のう
力
りょく
など、現

げん
実
じつ
を正

せい
確
かく
に把

は
握
あく
した上

うえ

で、利
り
用
よう
したい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
をどうすれば生

い
かすことがで

きるのか、現
げん
場
ば
に合

あ
った適

てき
切
せつ
な方

ほう
法
ほう
を見

み
つける姿

し
勢
せい
や能

のう

力
りょく
も必

ひつ
要
よう
だと考

かんが
えます。

研
けん
修
しゅう
後
ご
も自

じ
分
ぶん
の力
ちから
で成

せい
長
ちょう
し続

つづ
けることのできる力

ちから

海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の場

ば
合
あい
、現

げん
場
ば
に戻

もど
ると、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し

が自
じ
分
ぶん
一人
ひ と り

である場
ば
合
あい
も珍

めずら
しくありません。研

けん
修
しゅう

中
ちゅう
のように、すぐに相

そう
談
だん
できる講

こう
師
し
やクラスメートがい

るわけでもなく、孤
こ
軍
ぐん
奮
ふん
闘
とう
しなければならない現

げん
実
じつ
が待

ま
っ

ています。たとえ一人
ひ と り

になっても、常
つね
に新
あたら
しい情

じょう
報
ほう
を取

と

り入
い
れ、学

まな
び続

つづ
け、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
で課

か
題
だい
を見

み
つけ、成

せい
長
ちょう
し続

つづ
け

る姿
し
勢
せい
を身

み
に付

つ
けることが必

ひつ
要
よう
です。

教
きょう
師
し
にとって必

ひつ
要
よう
なこれらの基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
に対

たい

する考
かんが
え方

かた
は、1990年

ねん
代
だい
以
い
降
こう
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の分

ぶん
野
や
でも盛

さか
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注1）文
ぶん
化
か
庁
ちょう
（2005）「平

へい
成
せい
16年

ねん
度
ど
国
こく
内
ない
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の概

がい
要
よう
・

外
がい
国
こく
人
じん
に対
たい
する日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現
げん
状
じょう
について」（文

ぶん
化
か
庁
ちょう
ホーム

ページ　http://www.bunka.go.jp/）によれば、平
へい
成
せい
16

年
ねん
11月

がつ
1日
にち
現
げん
在
ざい
の調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か
から、国

こく
内
ない
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、12万

まん
8500

人
にん
と発

はっ
表
ひょう
されている。

注2）国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2005）『海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
状
じょう
－日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
機
き
関
かん
調
ちょう
査
さ
・2003年

ねん
』によれば、2003年

ねん
調
ちょう
査
さ
結
けっ
果
か

から、海
かい
外
がい
における日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
は、235万

まん
6745人

にん
と

報
ほう
告
こく
されている。

注3）参
さん
考
こう
：岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
・岡

おか
崎
ざき
眸
ひとみ
（1997）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の実

じっ
習
しゅう

理
り
論
ろん
と実
じっ
践
せん
』

んに言
い
われるようになった「教

きょう
師
し
トレーニング」から

「教
きょう
師
し
の成

せい
長
ちょう
」への考

かんが
え方

かた
の変

へん
化
か
、その中

なか
で出

で
てきた「自

じ

己
こ
研
けん
修
しゅう
型
がた
教
きょう
師
し
」「内

ない
省
せい
的
てき
実
じっ
践
せん
家
か
」と呼

よ
ばれる教

きょう
師
し
モデ

ルの理
り
論
ろん
にも裏

うら
打
う
ちされ、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターにおける

教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
の根

こん
底
てい
を支

ささ
える考

かんが
え方

かた
となりました注3。

研
けん
修
しゅう
では、このような基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
や力
ちから
を身

み
に付

つ
け

させるために、新
あたら
しい理

り
論
ろん
や知

ち
識
しき
を提

てい
示
じ
するだけでなく、

クラス内
ない
でのディスカッション、グループ活

かつ
動
どう
、模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう

などを通
とお
して、自

みずか
らのそれまでの教

おし
え方

かた
をふり返

かえ
り、他

ほか
の

研
けん
修
しゅう
生
せい
の意

い
見
けん
を聞

き
き、さらに実

じっ
際
さい
に体

たい
験
けん
するなどして、

新
あたら
しい考

かんが
え方

かた
、教

おし
え方

かた
の背

はい
景
けい
にある意

い
味
み
やその効

こう
果
か
に

ついて考
かんが
えられるようにしています。また、学

がっ
校
こう
の方

ほう
針
しん
、

現
げん
在
ざい
とられている教

きょう
授
じゅ
スタイルや学

がく
習
しゅう
スタイル、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

のニーズなどをもう一
いち
度
ど
見
み
直
なお
し、思

おも
い込

こ
みはないか充

じゅう
分
ぶん

に再
さい
検
けん
討
とう
し、その上

うえ
で、新

あたら
しい考

かんが
え方

かた
を現

げん
場
ば
に適

てき
用
よう
す

ることが可
か
能
のう
か、可

か
能
のう
にするために自

じ
分
ぶん
がしなければな

らないことは何
なに
かを考

かんが
えます。さらに、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
の取

と
り

方
かた
、ネットワークや教

きょう
師
し
同
どう
士
し
の学

まな
びの場

ば
を形

けい
成
せい
すること

の必
ひつ
要
よう
性
せい
などについても考

かんが
え、研

けん
修
しゅう
後
ご
も学

まな
び続

つづ
ける上

うえ

で必
ひつ
要
よう
なことを考

かんが
えます。

こうした研
けん
修
しゅう
における実

じっ
際
さい
の取

と
り組

く
みをこの教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう

材
ざい
シリーズの中

なか
でもできるだけ再

さい
現
げん
するよう工

く
夫
ふう
しまし

た。そうした工
く
夫
ふう
を理

り
解
かい
していただくため、次

つぎ
にこの教

きょう

授
じゅ
法
ほう
シリーズの構

こう
成
せい
について説

せつ
明
めい
します。

2．「国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ」の構

こう
成
せい

この教
きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズの中

なか
にはさまざまなコーナーが

あります。その順
じゅん
番
ばん
やアプローチの仕

し
方
かた
はテーマによって

異
こと
なりますが、いくつか代

だい
表
ひょう
的
てき
なコーナーについて説

せつ
明
めい
します。

① 振
ふ
り返

かえ
りましょう

このコーナーでは、自
じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
が実

じっ
際
さい
に行
おこな
っている言

げん
語
ご

活
かつ
動
どう
や、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
が現

げん
在
ざい
行
おこな
っている教

おし
え方

かた
をふり返

かえ
り、

客
きゃっ
観
かん
的
てき
にみつめなおすことができるような課

か
題
だい
が提

てい
示
じ

されています。

② 考
かんが
えましょう

振
ふ
り返

かえ
った内

ない
容
よう
に関

かん
連
れん
する新

あたら
しい理

り
論
ろん
や考
かんが
え方

かた
が提

てい
示
じ

され、その考
かんが
え方

かた
がどのような意

い
味
み
をもつのか自

じ
分
ぶん
で

考
かんが
えるための課

か
題
だい
が提

てい
示
じ
されています。

③ やってみましょう

このコーナーでは、実
じっ
際
さい
に体

たい
験
けん
して考

かんが
えてもらいま

す。内
ない
容
よう
によって、最

さい
初
しょ
にまず体

たい
験
けん
し、「気

き
づく」ため

のコーナーと、それまでのコーナーで提
てい
示
じ
され検

けん
討
とう
し

てきた新
あたら
しい理

り
論
ろん
や考
かんが
え方

かた
を実

じっ
際
さい
に使

つか
って、新

あら
たな課

か
題
だい

に取
と
り組

く
み、本

ほん
当
とう
の意

い
味
み
でその考

かんが
え方

かた
を理

り
解
かい
しているのか、

また自
じ
分
ぶん
にとってどのような利

り
用
よう
が可

か
能
のう
なのかを確

かく
認
にん

するコーナーもあります。

④ 整
せい
理
り
しましょう

新
あたら
しい知

ち
識
しき
の意

い
味
み
や、自

じ
分
ぶん
の現

げん
場
ば
での利

り
用
よう
方
ほう
法
ほう
について

整
せい
理
り
することができます。

こうしてこの本
ほん
を通

とお
して、新

あたら
しい知

ち
識
しき
や情
じょう
報
ほう
を得

え
るだけ

でなく、同
どう
時
じ
にそれを理

り
解
かい
し、応

おう
用
よう
していく上

うえ
での基

き
本
ほん
的
てき

な姿
し
勢
せい
や能

のう
力
りょく
をも身

み
につけていくことを目

め
指
ざ
しています。

3．国
こく
内
ない
、海

かい
外
がい
を問

と
わず世

せ
界
かい
中
じゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
が同

おな
じ教
きょう
材
ざい

で学
まな
ぶことの意

い
味
み

前
ぜん
述
じゅつ
のような基

き
本
ほん
的
てき
な姿

し
勢
せい
、能
のう
力
りょく
は、海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
再
さい
教
きょう
育
いく
の中

なか
から生

う
まれた考

かんが
え方

かた
ですが、これは、日

に
本
ほん
国
こく

内
ない
でもやはり必

ひつ
要
よう
とされている能

のう
力
りょく
です。日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
におけ

る日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
も、以

い
前
ぜん
のような留

りゅう
学
がく
生
せい
や留
りゅう
学
がく
準
じゅん
備
び
のた

めの教
きょう
育
いく
だけではなく、日

に
本
ほん
在
ざい
住
じゅう
の外

がい
国
こく
人
じん
やその子

し
弟
てい
のた

めの教
きょう
育
いく
など、さまざまな広

ひろ
がりを見

み
せてきました。

そして、それは全
すべ
て個

こ
別
べつ
のケースである場

ば
合
あい
が多

おお
く、日

に

本
ほん
国
こく
内
ない
にいても、海

かい
外
がい
で孤

こ
軍
ぐん
奮
ふん
闘
とう
する教

きょう
師
し
のように、

一人
ひとり
で考
かんが
え、工

く
夫
ふう
していかなければならない場

ば
面
めん
も多

おお
い

ことでしょう。また、日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の行

い
き来

き
も盛

さか
んになり、

国
こく
内
ない
、国

こく
外
がい
の両
りょう
方
ほう
で日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えた経

けい
験
けん
をもつ人

ひと
も増

ふ
え

てきました。今
いま
、我

われわ々れ
が海

かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のために行

おこな
っ

てきた研
けん
修
しゅう
の内

ない
容
よう
、そしてその中で得られたさまざまな

知
ち
見
けん
を、日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
も含

ふく
めた世

せ
界
かい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のために

還
かん
元
げん
することができたらと考

かんが
えています。

以
い
上
じょう
、この教

きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ発

はっ
刊
かん
の意

い
味
み
やその特

とく
徴
ちょう
につ

いて、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの海

かい
外
がい
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
研
けん
修
しゅう
における考

かんが
え方

かた
とともに紹

しょう
介
かい
いたしました。日

に
本
ほん

語
ご
の教

おし
え方

かた
はさまざまです。教

きょう
師
し
の数

かず
だけ教

おし
え方

かた
がある

というよりは、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の数

かず
だけ教

おし
え方

かた
があると言

い
うべき

時
じ
代
だい
になりました。教

きょう
師
し
は一

ひと
つの固

こ
定
てい
した得

とく
意
い
な教

おし
え方

かた

を身
み
につけることではなく、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせた教

おし
え方

かた
を

工
く
夫
ふう
することが求

もと
められます。そうした教

きょう
師
し
の成

せい
長
ちょう
を支

し

援
えん
するために、これからも研

けん
修
しゅう
や教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
に努

ど
力
りょく
してい

きたいと考
かんが
えています。
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日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
長
なが
坂
さか
水
み
晶
あき

会
かい
話
わ

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。「日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん

講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない方

かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき

な教
きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教
きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ
します。既

すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき

の再
さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

３）選
せん
択
たく
権
けん
：話

はな
し手

て
は言

い
いたい内

ない
容
よう
も表
ひょう
現
げん
も自

じ
分
ぶん
で考
かんが
えて

話
はな
します。

４）反
はん
応
のう
：話

はな
し手

て
は、聞

き
き手

て
の反

はん
応
のう
（内

ない
容
よう
を理

り
解
かい
して

いるか、どのような気
き
持
も
ちで聞

き
いているかなど）を

確
かく
認
にん
しながら話

はな
します。相

あい
手
て
に合

あ
わせて自

じ
分
ぶん
の対

たい
応
おう
も

変
へん
化
か
させていきます。

授
じゅ
業
ぎょう
でも、このような会

かい
話
わ
の四

よっ
つの特

とく
徴
ちょう
を持

も
つ練

れん
習
しゅう

を取
と
り入

い
れる必

ひつ
要
よう
があります。自

じ
分
ぶん
が行
おこな
っている「会

かい
話
わ
」

の授
じゅ
業
ぎょう
をチェックしてみましょう。

会
かい
話
わ
授
じゅ
業
ぎょう
のチェック項

こう
目
もく

3. コミュニケーションに必
ひつ
要
よう
な能

のう
力
りょく

私
わたし
たちが会

かい
話
わ
によるコミュニケーションをするために

は、文
ぶん
法
ぽう
規
き
則
そく
、語

ご
彙
い
の知

ち
識
しき
、正

せい
確
かく
な発

はつ
音
おん
など「文

ぶん
法
ぽう
能
のう
力
りょく
」

だけでなく、次
つぎ
のような能

のう
力
りょく
が必

ひつ
要
よう
になります。

１）社
しゃ
会
かい
言
げん
語
ご
能
のう
力
りょく
：相

あい
手
て
との関

かん
係
けい
や場

ば
面
めん
に応

おう
じて、いろ

いろなルールを守
まも
って言

げん
語
ご
を使

し
用
よう
する能

のう
力
りょく
。相

あい
手
て
や

場
ば
面
めん
により表

ひょう
現
げん
や話

わ
題
だい
を選

えら
ぶことが必

ひつ
要
よう
です。また、

おじぎや話
はな
すときの相

あい
手
て
との距

きょ
離
り
など、適

てき
切
せつ
な非

ひ

言
げん
語
ご
行
こう
動
どう
をとることも、この能

のう
力
りょく
に関

かか
わるものです。

① 教
きょう
師
し
より学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の方

ほう
が多

おお
く話

はな
していますか。

② 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
で話

はな
したい内

ない
容
よう
を、自

じ
分
ぶん
で考
かんが
えて話

はな
して

いますか。

③ 言
い
いたいことをどのように言

い
うかを、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が考
かんが
えて

話
はな
していますか。

④ 学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
をすることで、お互

たが
いの情

じょう
報
ほう
差
さ
を

埋
う
めていますか。

⑤ 相
あい
手
て
の反

はん
応
のう
を見

み
ながら、自

じ
分
ぶん
の対

たい
応
おう
を考
かんが
える会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう

となっていますか。

⑥ 練
れん
習
しゅう
する会

かい
話
わ
文
ぶん
が、目

もく
的
てき
がある会

かい
話
わ
となっていますか。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の話

はな
す力
ちから
を伸

の
ばすには、どのようなことに気

き
を

つけて授
じゅ
業
ぎょう
をしたらよいのでしょうか。「話

はな
す」とはど

ういうことなのかを整
せい
理
り
した後

あと
で、具

ぐ
体
たい
的
てき
な「会

かい
話
わ
」

授
じゅ
業
ぎょう
方
ほう
法
ほう
を考
かんが
えます。

1. 「話
はな
す」とは

日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
において、私

わたし
たちは次

つぎ
のような流

なが
れで話

はなし
を

しています。
①言

い
いたい内

ない
容
よう
を考

かんが
える ⇒ ②どのように言

い
うか考

かんが
える

⇒ ③実
じっ
際
さい
に言

い
う

外
がい
国
こく
語
ご
で話

はな
せるということは、外

がい
国
こく
語
ご
で①⇒②⇒③を

自
じ
力
りき
でできるということです。そのためには学

がく
習
しゅう
者
しゃ

自
じ
身
しん
が言

い
いたい内

ない
容
よう
や表
ひょう
現
げん
を考
かんが
えるような練

れん
習
しゅう
を行
おこな
う

必
ひつ
要
よう
があります。

例
たと
えば「あなたの部

へ
屋
や
には何

なに
がありますか」という

質
しつ
問
もん
に答

こた
える課

か
題
だい
では、①⇒②⇒③の流

なが
れで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん

が話
はなし
をすることになります。しかし「黒

こく
板
ばん
の前

まえ
に机
つくえ
が

あります」など、教
きょう
室
しつ
にあるものを使

つか
って教

きょう
師
し
が言

い
い、

それを学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がくりかえすような練

れん
習
しゅう
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は

①⇒②⇒③を自
じ
力
りき
で行
おこな
っていません。

2．会
かい
話
わ
～話

はな
し手

て
と聞

き
き手

て
のコミュニケーション～に

必
ひつ
要
よう
な条
じょう
件
けん

会
かい
話
わ
は、話

はな
し手

て
と聞

き
き手

て
のコミュニケーションです。

このコミュニケーションには四
よっ
つの特

とく
徴
ちょう
があります。

１）目
もく
的
てき
：話

はなし
を始

はじ
めるときには目

もく
的
てき
があります（例

れい
：

相
あい
手
て
を誘

さそ
いたい、情

じょう
報
ほう
が得

え
たいなど）。

２）情
じょう
報
ほう
差
さ
：相

あい
手
て
が知

し
っていることと自

じ
分
ぶん
が知

し
っている

ことの間
あいだ
の情
じょう
報
ほう
差
さ
を埋

う
めるために話

はなし
をします。
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２）談
だん
話
わ
能
のう
力
りょく
：会

かい
話
わ
を始

はじ
めたり、続

つづ
けたり、終

お
わらせ

たり、話
わ
題
だい
を転

てん
換
かん
したりする、まとまった会

かい
話
わ
の

流
なが
れを作

つく
る能

のう
力
りょく
のこと。あいづちをうつのも、

この能
のう
力
りょく
に関

かか
わるものです。

３）ストラテジー能
のう
力
りょく
：コミュニケーションがうまく

いかなくなったときに、自
じ
分
ぶん
の発

はつ
話
わ
を調
ちょう
整
せい
したり

（説
せつ
明
めい
を加

くわ
える、母

ぼ
語
ご
を使

し
用
よう
するなど）、相

あい
手
て
に助

たす
けを

求
もと
めたり（聞

き
き返

かえ
す、自

じ
分
ぶん
の理

り
解
かい
が正

ただ
しいか確

かく
認
にん
する

など）して、コミュニケーションを続
つづ
ける能

のう
力
りょく
です。

会
かい
話
わ
の授

じゅ
業
ぎょう
をするときにはこれらのコミュニケーション

能
のう
力
りょく
を伸

の
ばすような計

けい
画
かく
を立

た
てることが大

たい
切
せつ
です。

4. 会
かい
話
わ
の授

じゅ
業
ぎょう
を計

けい
画
かく
する

1から3で見
み
たような特

とく
徴
ちょう
を取

と
り入

い
れた授

じゅ
業
ぎょう
をするに

はどうしたらよいでしょうか。ここではロールプレイを
取
と
り上

あ
げます。ロールプレイは海

かい
外
がい
の教
きょう
育
いく
現
げん
場
ば
でも、

話
はな
す機

き
会
かい
を作

つく
るための活

かつ
動
どう
として準

じゅん
備
び
がしやすいもの

です。「友
とも
達
だち
を誘

さそ
う・誘

さそ
いを断

ことわ
る」というロールプレイ

を例
れい
に考
かんが
えます。

初
しょ
級
きゅう
レベルでは、ロールプレイに必

ひつ
要
よう
な表
ひょう
現
げん
やモデル

会
かい
話
わ
を活

かつ
動
どう
の前

まえ
に提

てい
示
じ
したり暗

あん
記
き
させたりすることが

ありますが、1で見
み
た ①言

い
いたい内

ない
容
よう
を考
かんが
える 、 ②どの

ように言
い
うか考

かんが
える の段

だん
階
かい
を学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
力
りき
で行
おこな
うことに

はなりません。ですから初
しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
以
い
降
こう
は、まずは学

がく
習
しゅう
者
しゃ

が持
も
っている力

ちから
で一

いち
度
ど
ロールプレイを行

おこな
ってみると、

その会
かい
話
わ
で必

ひつ
要
よう
な表
ひょう
現
げん
や力
ちから
を学

がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
で気

き
付
づ
くことが

できます。
ロールプレイの他

ほか
にもさまざまな活

かつ
動
どう
があります。

取
と
り上

あ
げやすいコミュニケーション能

のう
力
りょく
と共

とも
に活

かつ
動
どう
例
れい
を

以
い
下
か
に挙

あ
げます。

■ インタビュー

談
だん
話
わ
能
のう
力
りょく
……インタビューの開

かい
始
し
、終
しゅう
了
りょう
、次

つぎ
の質

しつ
問
もん
へ

の移
い
行
こう
、相

あい
手
て
の話
はなし
への理

り
解
かい
や感

かん
想
そう
を示

しめ
す

社
しゃ
会
かい
言
げん
語
ご
能
のう
力
りょく
……相

あい
手
て
や場

ば
面
めん
に合

あ
わせて、話

わ
題
だい
や話

はな
し

方
かた
を調
ちょう
整
せい
する

ストラテジー能
のう
力
りょく
……相

あい
手
て
に詳

くわ
しく説

せつ
明
めい
してもらった

り、自
じ
分
ぶん
が理

り
解
かい
できるような話

はな
し方

かた
に変

か
えさせたり、

自
じ
分
ぶん
の理

り
解
かい
を確

かく
認
にん
したりする

■ ディスカッション

談
だん
話
わ
能
のう
力
りょく
……発

はつ
言
げん
の順
じゅん
番
ばん
を取

と
ったり渡

わた
したり、ディス

カッションの流
なが
れを作

つく
ったりする

社
しゃ
会
かい
言
げん
語
ご
能
のう
力
りょく
……効

こう
果
か
的
てき
に自

じ
分
ぶん
の意

い
見
けん
を伝

つた
えて相

あい
手
て
を

説
せっ
得
とく
したり、相

あい
手
て
に配

はい
慮
りょ
して反

はん
対
たい
意
い
見
けん
を言

い
ったりする

ストラテジー能
のう
力
りょく
……インタビューと同

おな
じ

■ スピーチ

談
だん
話
わ
能
のう
力
りょく
……一

いっ
定
てい
のまとまりをもった発

はつ
話
わ
を開

かい
始
し
、展

てん

開
かい
、終
しゅう
了
りょう
させる

ストラテジー能
のう
力
りょく
……言

こと
葉
ば
が思

おも
い浮

う
かばない時

とき
などに、

適
てき
当
とう
なフィラー表

ひょう
現
げん
を使

つか
って時

じ
間
かん
をかせいだり、間

ま

を置
お
いたりする

５．会
かい
話
わ
の授

じゅ
業
ぎょう
で大

たい
切
せつ
なこと

活
かつ
動
どう
を選

えら
ぶ時

とき
に、伸

の
ばしたい力

ちから
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のニーズを

考
こう
慮
りょ
する必

ひつ
要
よう
があります。また、話

はな
したいという気

き
持
も
ち

や話
はな
す必

ひつ
要
よう
性
せい
を高

たか
めるためには、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が興
きょう
味
み
を持

も
て

るテーマにすることが大
たい
切
せつ
です。教

きょう
室
しつ
の外

そと
に出

で
かけたり、

人
ひと
を招

まね
いたりして活

かつ
動
どう
をすると、楽

たの
しいだけでなく相

あい
手
て

との関
かん
係
けい
に合

あ
わせて話

わ
題
だい
や表
ひょう
現
げん
を選

えら
ぶ社

しゃ
会
かい
言
げん
語
ご
能
のう
力
りょく
を

磨
みが
いたり、現

げん
実
じつ
のコミュニケーションに必

ひつ
要
よう
なストラテ

ジー能
のう
力
りょく
を伸

の
ばしたりすることになります。

そして何
なに
よりも、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が楽

たの
しめる雰

ふん
囲
い
気
き
の授

じゅ
業
ぎょう
を

することが、「会
かい
話
わ
」の力

ちから
を伸

の
ばすためには重

じゅう
要
よう
でしょう。

日
に
本
ほん
語
ご
の教
おし
え方
かた
イロハ

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

岡
おか
崎
ざき
眸
ひとみ
・岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
（2001）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
における学

がく
習
しゅう
の分

ぶん
析
せき
と

デザイン』凡
ぼん
人
じん
社
しゃ

川
かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
・横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう
（2005）『成

せい
長
ちょう
する教

きょう
師
し
のための日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
ガイドブック上

じょう
』ひつじ書

しょ
房
ぼう

谷
たに
口
ぐち
すみ子

こ
（2001）「日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
とは何

なに
か」『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
を

学
まな
ぶ人

ひと
のために』世

せ
界
かい
思
し
想
そう
社
しゃ

＜授
じゅ
業
ぎょう
の準
じゅん
備
び
＞

•ロールプレイの場
ば
面
めん
や目

もく
的
てき
を決

き
める

教
きょう
科
か
書
しょ
のモデル会

かい
話
わ
の場

ば
面
めん
や、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって必

ひつ
要
よう
な機

き
能
のう

などから場
ば
面
めん
や目

もく
的
てき
を決

き
める（例

れい
：友

とも
達
だち
を誘

さそ
う、断

ことわ
る）。

役
やく
割
わり
（友

とも
達
だち
同
どう
士
し
）や状

じょう
況
きょう
（友

とも
達
だち
を映

えい
画
が
に誘

さそ
う／誘

さそ
いを断

ことわ
る）

などを書
か
いたロールカードを用

よう
意
い
する。市

し
販
はん
の教

きょう
材
ざい
を利

り
用
よう
・

加
か
工
こう
してもよい。話

はな
す目

もく
的
てき
や情

じょう
報
ほう
差
さ
を作

つく
る。表

ひょう
現
げん
の選

せん
択
たく
権
けん

を学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にどの程

てい
度
ど
与
あた
えるか決

き
める。

•焦
しょう
点
てん
を当

あ
てるコミュニケーション能

のう
力
りょく
を整

せい
理
り
しておく

授
じゅ
業
ぎょう
で取

と
り上

あ
げたい能

のう
力
りょく
を整

せい
理
り
しておく。談

だん
話
わ
能
のう
力
りょく
に関

かか
わる

表
ひょう
現
げん
（例

れい
：会

かい
話
わ
を始

はじ
める／断

ことわ
る／わびを言

い
って会

かい
話
わ
を終

お
える）

や、社
しゃ
会
かい
言
げん
語
ご
能
のう
力
りょく
に関

かか
わるもの（例

れい
：相

あい
手
て
や状

じょう
況
きょう
に合

あ
わせて

誘
さそ
い方

かた
や断
ことわ
り方

かた
を調
ちょう
整
せい
する）はロールプレイで取

と
り上

あ
げやすい。

＜活
かつ
動
どう
の前

まえ
＞

•動
どう
機
き
付
づ
けや背

はい
景
けい
知
ち
識
しき
の活

かっ
性
せい
化
か

話
はな
したいという気

き
持
も
ちにさせ、自

じ
分
ぶん
が知

し
っていることを思

おも
い

出
だ
させることで、話

はな
す活

かつ
動
どう
がスムーズにできるようになる

（例
れい
：友

とも
達
だち
と週

しゅう
末
まつ
にどこへ行

い
くことがあるか、楽

たの
しかった

思
おも
い出

で
は、など）。

＜活
かつ
動
どう
の実

じっ
施
し
＞

ロールカードを配
くば
りロールプレイをさせる。ペア同

どう
士
し
で行
おこな
ったり、

全
ぜん
体
たい
の前

まえ
で何

なん
組
くみ
かが発

はっ
表
ぴょう
したりして、お互

たが
いに観

かん
察
さつ
もする。

＜活
かつ
動
どう
の後

あと
＞

•気
き
付
づ
いたことを話

はな
し合

あ
う

難
むずか
しかったところや間

ま
違
ちが
えたところについて話

はな
し合

あ
い、必

ひつ
要
よう
な

表
ひょう
現
げん
を確

かく
認
にん
する。

•評
ひょう
価
か
する

目
もく
的
てき
が達

たっ
成
せい
できたか（例

れい
：友

とも
達
だち
を誘

さそ
えたか／上

じょう
手
ず
に断

ことわ
れた

か）、相
あい
手
て
にどんな印

いん
象
しょう
を与

あた
えたか、適

てき
切
せつ
な表

ひょう
現
げん
が使

つか
えたか

など、教
きょう
師
し
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
や自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
で評

ひょう
価
か
する。必

ひつ
要
よう
なら

新
あら
たに語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
の確

かく
認
にん
や導

どう
入
にゅう
をする。
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Ideas for Japanese-Language Classrooms

みなさんは授
じゅ
業
ぎょう
で写

しゃ
真
しん
を使

つか
ったことがありますか。

自
じ
分
ぶん
で撮

と
った写

しゃ
真
しん
や絵

え
葉
は
書
がき
、雑

ざっ
誌
し
の写

しゃ
真
しん
などを、教

きょう
室
しつ
で

教
きょう
材
ざい
や教
きょう
具
ぐ
として使

つか
ったことがある人

ひと
も多

おお
いでしょう。

小
ちい
さな写

しゃ
真
しん
は、大

おお
人
にん
数
ずう
の教
きょう
室
しつ
では全

ぜん
員
いん
に見

み
せにくいと

いう問
もん
題
だい
がありますが、最

さい
近
きん
はコンピューターやデジタル

カメラを使
つか
って、教

きょう
室
しつ
でさまざまな写

しゃ
真
しん
を、いろいろな

形
かたち
で見

み
せることができるようになってきました。

◆写
しゃ
真
しん
の特徴

とくちょう

写
しゃ
真
しん
には、次

つぎ
のような特徴

とくちょう
があります。

例
たと
えば、日

に
本
ほん
の「和

わ
室
しつ
」

を見
み
たことのない学

がく
習
しゅう
者
しゃ

に「和
わ
室
しつ
」を説

せつ
明
めい
したい

ときに、言
こと
葉
ば
で説

せつ
明
めい
をしても

なかなかイメージがつかめ
ません。写

しゃ
真
しん
を見

み
れば、

どんなものかすぐにわかります。また、ロールプレイの
場
ば
面
めん
を設

せっ
定
てい
するときに写

しゃ
真
しん
を使

つか
えば、場

ば
面
めん
を具

ぐ
体
たい
的
てき
に

示
しめ
せるし、現

げん
実
じつ
感
かん
を持

も
って

活
かつ
動
どう
ができるでしょう。

写
しゃ
真
しん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の注
ちゅう
目
もく
を

引
ひ
きやすく、興

きょう
味
み
を持

も
たせ

たり、わかりやすくしたり
することもできます。

◆日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
用
よう
『写

しゃ
真
しん
パネルバンク』の

写
しゃ
真
しん
を使

つか
う

『写
しゃ
真
しん
パネルバンク』は、日

に
本
ほん
で日

にち
常
じょう
的
てき
に目

め
にする物

もの

や場
ば
所
しょ
、日

に
本
ほん
人
じん
が日

にち
常
じょう
的
てき
に行
おこな
う動

どう
作
さ
や活

かつ
動
どう
を示

しめ
す写

しゃ
真
しん

が全
ぜん
部
ぶ
で643枚

まい
もある教

きょう
材
ざい
です。日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
や文

ぶん
化
か

事
じ
情
じょう
も学

まな
べるようになっています。写

しゃ
真
しん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

数
すう
十
じゅう
人
にん
いる教

きょう
室
しつ
でも十

じゅう
分
ぶん
に見

み
せられる大

おお
きさに作

つく
られ

ていますが、CD-ROMのものもあるので、コンピュー
ターを使

つか
って見

み
せることもできます（コンピューターの

モニターで見
み
せたり、プロジェクターにつないでスク

リーンに映
うつ
し出

だ
したりできます）。また、「みんなの教

きょう
材
ざい

サイト」（http://momiji.jpf.go.jp/kyozai/）には、『写
しゃ
真
しん

パネルバンク』の写
しゃ
真
しん
の約

やく
8割
わり
が、電

でん
子
し
ファイルとして

無
む
料
りょう
で提

てい
供
きょう
されているので、コンピューターを使

つか
って

見
み
せたり、印

いん
刷
さつ
してパネルと同

おな
じように使

つか
ったり、好

す
き

なように加
か
工
こう
したりすることができます。

『写
しゃ
真
しん
パネルバンク』は、語

ご
彙
い
の指

し
導
どう
や日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の

紹
しょう
介
かい
、文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
にたいへん便

べん
利
り
な写

しゃ
真
しん
教
きょう
材
ざい
です。また、

何
なん
人
にん
かの人

ひと
の日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
の写

しゃ
真
しん
が数

すう
枚
まい
ずつあるので、次

つぎ
の

ような活
かつ
動
どう
にも使

つか
えます。

＜活
かつ
動
どう
例
れい
＞

目
もく
標
ひょう
：一

いち
日
にち
の生

せい
活
かつ
について描

びょう
写
しゃ
する。（または「～時

じ
に

Ｖます」の文
ぶん
を作

つく
る。）

活
かつ
動
どう
：同

おな
じ人物

じんぶつ
の写

しゃ
真
しん
を何

なん
枚
まい
か見

み
せて、その人

ひと
の一

いち
日
にち

の生
せい
活
かつ
を話

はな
したり、書

か
いたりする。

この活
かつ
動
どう
のように、写

しゃ
真
しん
を使

つか
う目

もく
的
てき
が文

ぶん
型
けい
の練

れん
習
しゅう

など言
こと
葉
ば
の学

がく
習
しゅう
であっても、写

しゃ
真
しん
の中

なか
の文

ぶん
化
か
的
てき
要
よう
素
そ
に

注
ちゅう
目
もく
させたり、文

ぶん
化
か
的
てき
な気

き
づきを促

うなが
したりすることは

写
しゃ
真
しん
の教
きょう
材
ざい
ならではのことなので、是

ぜ
非
ひ
取
と
り入

い
れて

みたい視
し
点
てん
です。

◆先
せん
生
せい
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の撮

と
った写

しゃ
真
しん
を使

つか
う

身
み
近
ぢか
な人

ひと
が撮

と
ったり写

うつ
っていたりする写

しゃ
真
しん
は、自

し
然
ぜん
と

興
きょう
味
み
がわき、積

せっ
極
きょく
的
てき
に話

はな
そうという気

き
持
も
ちになります。

デジタルカメラやインターネットの普
ふ
及
きゅう
に

より、写
しゃ
真
しん
を授

じゅ
業
ぎょう
に取

と
り入

い
れる可

か
能
のう
性
せい

が広
ひろ
がってきました。今

こん
回
かい
は、写

しゃ
真
しん
の使

つか
い方

かた

について考
かんが
えます。

目
もく
的
てき

写
しゃ
真
しん
の特徴
とくちょう

をよく考
かんが
えて、効

こう
果
か
的
てき
な授

じゅ
業
ぎょう
を行
おこな
う。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
～中
ちゅう
級
きゅう
（上
じょう
級
きゅう
）

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

テーマ 教
きょう
室
しつ
で写

しゃ
真
しん
を使

つか
う

・言
こと
葉
ば
では簡

かん
単
たん
に説

せつ
明
めい
できないことを伝

つた
えられる

・現
げん
実
じつ
感
かん
がある

・学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
める　

＊

＊

＊

① ②

③ ④
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＜活
かつ
動
どう
例
れい
＞

目
もく
標
ひょう
：自

じ
分
ぶん
の家

か
族
ぞく
や体

たい
験
けん

について話
はな
す（レ

ベルに 合
あ
わ せ た

文
ぶん
型
けい
や表
ひょう
現
げん
を使

つか
う）。

活
かつ
動
どう
：学

がく
習
しゅう
者
しゃ
をペアまた

はグループにして、
各
かく
自
じ
が持

も
ってきた自

じ
分
ぶん
の家

か
族
ぞく
の写

しゃ
真
しん
（または

旅
りょ
行
こう
の写

しゃ
真
しん
など）を、他

ほか
の

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に見

み
せながら説

せつ
明
めい

する。他
ほか
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が質

しつ
問
もん
を

して答
こた
えるようにしても

よい。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
でこの活

かつ
動
どう
をする前

まえ
には、教

きょう
師
し
の写

しゃ
真
しん
で

活
かつ
動
どう
の例

れい
を示

しめ
すといいでしょう。デジタルカメラで撮

と
っ

た写
しゃ
真
しん
であれば、デジタルカメラをテレビモニターに

ケーブルでつなぐことによって、全
ぜん
員
いん
に同

どう
時
じ
に見

み
せる

ことができます。

◆教
きょう
材
ざい
用
よう
に写

しゃ
真
しん
を撮

と
る

もし、日
に
本
ほん
に行

い
って写

しゃ
真
しん
を撮

と
るチャンスがあれば、是

ぜ
非
ひ
、

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
える写

しゃ
真
しん
を撮

と
ってみてください。例

たと
えば、

次
つぎ
のような写

しゃ
真
しん
なら授

じゅ
業
ぎょう
ですぐに使

つか
えます。

①教
きょう
科
か
書
しょ
に出

で
ている場

ば
所
しょ
や場

ば
面
めん
、トピックに関

かん
係
けい
のある

写
しゃ
真
しん
。

②文
も
字
じ
の学

がく
習
しゅう
用
よう
に、看

かん
板
ばん
や

標
ひょう
識
しき
の写

しゃ
真
しん
。

③教
きょう
師
し
自
じ
身
しん
が驚
おどろ
いたものや

珍
めずら
しいと思

おも
ったものの

写
しゃ
真
しん
（日

に
本
ほん
について

紹
しょう
介
かい
したり、異

い
文
ぶん
化
か
に

ついて考
かんが
えさせたりするときに使

つか
う）。

◆写
しゃ
真
しん
をインターネットで探

さが
す

授
じゅ
業
ぎょう
で使

つか
いたい写

しゃ
真
しん
が、市

し
販
はん
の教
きょう
材
ざい
にあるとは限

かぎ
り

ません。また、教
きょう
師
し
が撮

さつ
影
えい
するにも限

げん
界
かい
があります。

そんな時
とき
にインターネットを使

つか
えば、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に見

み
せたい

写
しゃ
真
しん
を探

さが
すことができます。例

たと
えば、Googleの「イメージ

検
けん
索
さく
」（http://images.google.co.jp/）を使

つか
えば、ウェブ

サイトで公
こう
開
かい
されているさまざまな写

しゃ
真
しん
を一

いっ
気
き
に見

み
られ

ます。日
に
本
ほん
の太

たい
鼓
こ
の写

しゃ
真
しん
が欲

ほ
しい場

ば
合
あい
、「太

たい
鼓
こ
」や「taiko」

とキーワードを入
にゅう
力
りょく
して検

けん
索
さく
します。すると、太

たい
鼓
こ
に

関
かん
係
けい
のある画

が
像
ぞう
の一

いち
覧
らん
が表
ひょう
示
じ
されるので、その中

なか
から

適
てき
当
とう
な写

しゃ
真
しん
を選

えら
びます。画

が
像
ぞう
のファイル名

めい
をアルファ

ベットにしていることも多
おお
いので、漢

かん
字
じ
やかなだけで

なく、ローマ字
じ
のキーワードで探

さが
すこともコツの一

ひと
つです。

その他
ほか
に、「イメージ検

けん
索
さく
オプション」の機

き
能
のう
を使

つか
えば、

さらに、詳
くわ
しい設

せっ
定
てい
で検

けん
索
さく
ができます。

◆写
しゃ
真
しん
を使

つか
うときの注

ちゅう
意
い

写
しゃ
真
しん
は授

じゅ
業
ぎょう
に効

こう
果
か
をもたらしますが、使

つか
い方

かた
によって

は効
こう
果
か
を低

ひく
めてしまいます。写

しゃ
真
しん
を授

じゅ
業
ぎょう
で使

つか
う場

ば
合
あい
には、

次
つぎ
のような点

てん
に注
ちゅう
意
い
しましょう。

例
たと
えば「新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます」や「～に～があります」

など、語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
を練

れん
習
しゅう
するときには、絵

え
やイラストの

教
きょう
材
ざい
のほうが見

み
せたいものがはっきりしてわかりやすい

かもしれません。下
した
の「新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます」のイラスト

と写
しゃ
真
しん
を比

くら
べてみてください。写

しゃ
真
しん
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

別
べつ
のところに注

ちゅう
目
もく
したり、誤

ご
解
かい
したりする可

か
能
のう
性
せい
も

あります。また、動
うご
きのあるものを説

せつ
明
めい
したいときは、

ビデオや動
どう
画
が
のほうがわかりやすい場

ば
合
あい
もあるでしょう。

どの教
きょう
材
ざい
にもそれぞれの長

ちょう
所
しょ
短
たん
所
しょ
があります。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

反
はん
応
のう
を予

よ
想
そう
しながら、授

じゅ
業
ぎょう
の目

もく
的
てき
や時

じ
間
かん
配
はい
分
ぶん
などを

よく考
かんが
えて、使

つか
う教
きょう
材
ざい
を選

えら
びましょう。また、個

こ
人
じん
で

撮
と
った写

しゃ
真
しん
、インターネットから探

さが
した写

しゃ
真
しん
の場

ば
合
あい
、

写
うつ
っている人

ひと
や写

うつ
した人

ひと
などの権

けん
利
り
をそれぞれの国

くに
の

法
ほう
律
りつ
に基

もと
づいて守

まも
るようにしましょう。特

とく
に、デジタルの

写
しゃ
真
しん
は加

か
工
こう
やコピーが簡

かん
単
たん
なので、注

ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター（1995～1998）『写

しゃ
真
しん
パネル

バンク』I.～V. 日
に
本
ほん
出
しゅっ
版
ぱん
貿
ぼう
易
えき

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2006）『すぐに使

つか
える「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」

アイデア帖
ちょう
』スリーエーネットワーク

清
し
水
みず
康
やす
敬
たか
監
かん
修
しゅう
（2006）『必

ひっ
携
けい
！教

きょう
師
し
のための学

がっ
校
こう
著
ちょ
作
さく
権
けん
マニュ

アル』教
きょう
育
いく
出
しゅっ
版
ぱん

注
ちゅう
：＊印

じるし
の写

しゃ
真
しん
、イラストは「みんなの教

きょう
材
ざい
サイト」から取

と

りました。

・写
しゃ
真
しん
を使

つか
う目

もく
的
てき
をはっきりさせる。その写

しゃ
真
しん
が、

学
がく
習
しゅう
目
もく
的
てき
に最
もっと
も効

こう
果
か
的
てき
な教
きょう
材
ざい
なのかよく考

かんが
える。

・肖
しょう
像
ぞう
権
けん
や著

ちょ
作
さく
権
けん
などに気

き
をつける。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：中

なか
村
むら
雅
まさ
子
こ
、有
あり
馬
ま
淳
じゅん
一
いち
、木

き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

＊＊

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント



11

P.48 P.49

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん
語
ご
の教
きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中
ちゅう
心
しん
に紹
しょう
介
かい
して

いきます。誌
し
面
めん
の制
せい
約
やく
上
じょう
、一
いっ
回
かい
に多
おお
くの本

ほん
を紹
しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先
せん
生
せい
にとって

使
つか
いやすい教

きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利な図

と
書
しょ
・

資
し
料
りょう
」などを取

と
り上

あ
げます。

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

ボランティア日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
と学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のためのテキスト

『日
に
本
ほん
語
ご
おしゃべりのたね』

●データ●
西
にし
口
ぐち
光
こう
一
いち
監修、沢

さわ
田
だ
幸
さち
子
こ
、武
たけ
田
だ
みゆき、福

ふ
家
け

枝
え
里
り
、三

み
輪
わ
香
か
織
おり
共
きょう
著
ちょ

スリーエーネット

ワーク（〒101-0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう

2-6-3 松
しょう
栄
えい
ビル）TEL.03-3292-5751 FAX.03-

3292-6195 URL. www.3anet.co.jp/ 2006年
ねん

7月
がつ

4-88319-394-2 B5判
ばん

130ページ、

別
べっ
冊
さつ
29ページ　 1680円

えん
別
べっ
冊
さつ
付
つき

76

54

3

2

1

地
ち
域
いき
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
室
しつ
で教

おし
えている日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
、そして学

がく
習
しゅう
者
しゃ
のみなさんにとって役

やく
に

立
た
つ一

いっ
冊
さつ
が出

で
ました。

学
がく
習
しゅう
背
はい
景
けい
がさまざまで、学

がっ
校
こう
のように規

き
則
そく

的
てき
に学

がく
習
しゅう
することが困

こん
難
なん
な地

ち
域
いき
の教

きょう
室
しつ
では、

文
ぶん
法
ぽう
や会

かい
話
わ
を体

たい
系
けい
的
てき
に教

おし
える教

きょう
科
か
書
しょ
を一

いっ
冊
さつ

選
えら
ぶことは難

むずか
しいでしょう。

この本
ほん
は、積

つ
み上

あ
げ式

しき
に教

おし
えるのではなく、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に「おしゃべり」という形

かたち
で、実

じっ
際
さい
の

コミュニケーションを体
たい
験
けん
させることを目

もく
標
ひょう
に

しています。

▽このテキストの対
たい
象
しょう
者
しゃ

入
にゅう
門
もん
期
き
の語

ご
彙
い
・文

ぶん
型
けい
を学

がく
習
しゅう
した初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
の

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からですが、話

はなし
を深

ふか
めることによって、

中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
者
しゃ
にも使

し
用
よう
可
か
能
のう
です。

▽テキストの構
こう
成
せい

＜本
ほん
文
ぶん
＞と＜別

べっ
冊
さつ
＞から成

な
り、本

ほん
文
ぶん
は20の

ユニットに分
わ
かれています。ユニットの中

ちゅう
心
しん
は

おしゃべりのたねで、ひとつのユニットに三
みっ
つ

くらいあります。おしゃべりを進
すす
めていく

ための質
しつ
問
もん
や、表

ひょう
・グラフや、クイズなどが

含
ふく
まれています。

その他
ほか
に、活

かつ
動
どう
ノート（おしゃべりのまとめ

としての書
か
き活

かつ
動
どう
）・使

つか
える会

かい
話
わ
（会

かい
話
わ
例
れい
）

もユニットに含
ふく
まれます。

ユニット以
い
外
がい
では役

やく
に立

た
つ情

じょう
報
ほう
・ゲーム

や、巻
かん
末
まつ
には文

ぶん
法
ぽう
・文

ぶん
型
けい
の解

かい
説
せつ
もあります。

別
べっ
冊
さつ
は教

きょう
師
し
のためのページで、活

かつ
動
どう
の目

もく
的
てき

や手
て
引
び
きが載

の
っています。

この本
ほん
はモジュール方

ほう
式
しき
でできているので、

ユニットの順
じゅん
番
ばん
は状

じょう
況
きょう
に合

あ
わせて変

か
えていく

ことができます。

▽ユニットの紹
しょう
介
かい

20のユニットは次
つぎ
のようなテーマで成

な
り

立
た
っています。

「はじめまし

て」「いただき

まーす」「ちょっと

買
か
い物

もの
に」「ジェ

スチャーで伝
つた
え

よう」「旅
りょ
行
こう
大
だい
好
す
き」「ペットと暮

く
らす」

「お元
げん
気
き
ですか」「春

はる
は桜

さくら
、秋

あき
はもみじ」

「何
なに
を食

た
べようかな」「日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ

高
たか
い？

安
やす
い？」「みんなのスポーツ」「仕

し
事
ごと
、がんばり

ます」「わたしの町
まち
は日

に
本
ほん
一
いち
」「ケータイ、

持
も
った？」「結

けっ
婚
こん
いろいろ」「大

たい
変
へん
だったね」

「祭
まつ
りだ　わっしょい」「楽

たの
しく　日

に
本
ほん
語
ご
」

「女
おんな
と男
おとこ
― 仕

し
事
ごと
と役

やく
割
わり
」「ごみを減

へ
らそう」

地
ち
域
いき
ボランティアで日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えていて

教
きょう
材
ざい
選
えら
びに困

こま
っている方

かた
にはもちろん、交

こう
流
りゅう

活
かつ
動
どう
のリソース、「おしゃべり」のネタを探

さが
して

いる方
かた
にも役

やく
に立

た
つと思

おも
います。

別冊 P.12－P.13
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

身
み
近
ぢか
な「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」を気

き
楽
らく
に授

じゅ
業
ぎょう
で利

り
用
よう
する

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
必
ひっ
携
けい
すぐに使

つか
える「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」アイデア帖

ちょう
』

●データ●
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

スリーエーネットワーク

（〒101-0064 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3

松
しょう
栄
えい
ビル）TEL.03-3292-5751 FAX.03-3292-

6195 URL. www.3anet.co.jp/ 2006年
ねん
8月
がつ

4-88319-400-0 A5判
ばん

229ページ

1890円
えん

6

54

3

21

この教
きょう
材
ざい
は「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」を利

り
用
よう

した教
きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
のアイデア集

しゅう
です。食

しょく
品
ひん
のパッ

ケージ、チケットの半
はん
券
けん
、地

ち
下
か
鉄
てつ
の路

ろ
線
せん
図
ず
、

ファッション雑
ざっ
誌
し
、インターネット上

じょう
の素

そ
材
ざい

など、さまざまな種類の「レアリア・生
なま
教
きょう
材
ざい
」

を取
と
り上

あ
げ、それぞれの素

そ
材
ざい
に合

あ
った利

り
用
よう
法
ほう

を紹
しょう
介
かい
しています。

ここで紹
しょう
介
かい
されているアイデアの多

おお
くは、

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターで行

おこな
われて

いる研
けん
修
しゅう
の中

なか
で生

う
まれ、使

つか
われてきたものです。

これから日
に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える予

よ
定
てい
の方

かた
、日

に
本
ほん
語
ご
を

教
おし
え始

はじ
めた方

かた
から、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の経

けい
験
けん
が豊

ほう
富
ふ

な方
かた
まで、さまざまな方

かた
を対

たい
象
しょう
にしています。

「レアリア・生
なま
教
きょう
材
ざい
」は、「日

に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
、

日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
を伝

つた
えることができる」「教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
に

臨
りん
場
じょう
感
かん
や現

げん
実
じつ
との接

せっ
点
てん
をもたせることができる」

「日
に
本
ほん
や日

に
本
ほん
語
ご
への動

どう
機
き
付
づ
けになる」などの点

てん

で有
ゆう
効
こう
です。この本

ほん
では、「レアリア・生

なま
教
きょう
材
ざい
」

を語
ご
彙
い
練
れん
習
しゅう
や文

ぶん
型
けい
練
れん
習
しゅう
のためというよりも、

上
じょう
述
じゅつ
の三

みっ
つの有

ゆう
効
こう
性
せい
を生

い
かすために利

り
用
よう
するも

のと位
い
置
ち
付
づ
けています。またさらに、それぞれ

の素
そ
材
ざい
はさまざまな学

がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
で利

り
用
よう
すること

ができるという考
かんが
え方

かた
に基

もと
づいていますので、

文
ぶん
型
けい
や学

がく
習
しゅう
レベル別

べつ
ではなく、

「レアリア・生
なま
教
きょう
材
ざい
」の種

しゅ
類
るい
が

そのまま目
もく
次
じ
となっています。

例
たと
えば、6．「雑

ざっ
誌
し
の広

こう
告
こく
の

ページ」という章
しょう
では、

「写
しゃ
真
しん
を見

み
て内

ない
容
よう
を想

そう
像
ぞう
して

話
はな
す」活

かつ
動
どう
、「キャッチ

フレーズから広
こう
告
こく
の内

ない
容
よう
を

読
よ
み取

と
り発

はっ
表
ぴょう
する」活

かつ
動
どう
など、

素
そ
材
ざい
の特

とく
性
せい
を生

い
かした活

かつ
動
どう

が紹
しょう
介
かい
され、各

かく
ページでは、

活
かつ
動
どう
のステップがわかりやす

く紹
しょう
介
かい
されています。活

かつ
動
どう
に

よっては、ワーク

シート例
れい
や会

かい
話
わ

例
れい
などが紹

しょう
介
かい
さ

れているものも

あります。

巻
かん
末
まつ
には、参

さん

考
こう
にできる「ウェブサイトの紹

しょう
介
かい
」や「レア

リア・生
なま
教
きょう
材
ざい
」と語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
・表

ひょう
現
げん
などとの

対
たい
照
しょう
表
ひょう
「利

り
用
よう
法
ほう
一
いち
覧
らん
」がついています。

日
に
本
ほん
の30年

ねん
来
らい
の変

へん
化
か
がすぐわかる

『データでくらべる1970年
ねん
代
だい
の日

に
本
ほん
と今

いま
の日

に
本
ほん
』

●データ●
PHP総

そう
合
ごう
研
けん
究
きゅう
所
じょ
監
かん
修
しゅう

PHP研
けん
究
きゅう
所
じょ

（〒102-8331 東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
三
さん
番
ばん
町
ちょう
3番
ばん
地
ち

10）TEL.03-3239-6233 FAX. 03-3239-6263

URL. www.php.co.jp/ 2006年
ねん
7月
がつ

4-

569-68613-3 A4判
ばん
変
へん
型
けい
上
じょう
製
せい

79ページ

2940円
えん

6

5

43

21

1970年
ねん
代
だい
の日

に
本
ほん
はどんな国

くに
だったでしょう

か。30年
ねん
前
まえ
と比

くら
べると今

いま
の日

に
本
ほん
はどのように

変
か
わったでしょうか。日

に
本
ほん
語
ご
の関

かん
係
けい
者
しゃ
としては

知
し
っておきたいところでしょう。

本
ほん
書
しょ
では日

に
本
ほん
政
せい
府
ふ
や官

かん
公
こう
庁
ちょう
、統

とう
計
けい
専
せん
門
もん
会
がい
社
しゃ

などから発
はっ
表
ぴょう
された約

やく
30年

ねん
前
まえ
の統

とう
計
けい
データと、

最
さい
近
きん
のデータを比

ひ
較
かく
しながら、その時

じ
代
だい
の

日
に
本
ほん
の姿

すがた
や社

しゃ
会
かい
の動

うご
き、日

に
本
ほん
国
こく
民
みん
の暮

く
らしの

変
へん
化
か
などをわかりやすく紹

しょう
介
かい
しています。

本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい
は次

つぎ
のようになっています。

第
だい
1章
しょう
「日

に
本
ほん
のすがた」、第

だい
2章
しょう
「社

しゃ
会
かい
のうごき」、

第
だい
3章
しょう
「人

ひと び々と
のくらし」、第

だい
4章
しょう
「教

きょう
育
いく
と文

ぶん
化
か
・

スポーツ」、第
だい
5章
しょう
「環

かん
境
きょう
と自

し
然
ぜん
」。

次
つぎ
に第

だい
3章
しょう
で取

と
り上

あ
げられたテーマを見

み
て

みましょう。第
だい
3章
しょう
は１「増

ふ
える1人暮

ぐ
らし」、

2「家
か
計
けい
の収

しゅう
入
にゅう
は2倍

ばい
以
い
上
じょう
」、3「外

がい
食
しょく
が多

おお
くな

り、中
なか
食
しょく
という言

こと
葉
ば
も登

とう
場
じょう
」、4「米

べい
食
しょく
中
ちゅう
心
しん
か

ら多
た
様
よう
化
か
へ」、5「増

ふ
えつづける子

こ
どもの養

よう
育
いく
費
ひ
」、

6「便
べん
利
り
な電

でん
化
か
製
せい
品
ひん
がそろった生

せい
活
かつ
」となって

います。これらのテーマを通
つう
じて、30年

ねん
前
まえ
の日

に
本
ほん

と現
げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
様
よう
式
しき
、個

こ
人
じん
の収
しゅう
入
にゅう
、食
しょく
生
せい
活
かつ
、

子
こ
どもの養

よう
育
いく
費
ひ
など

がどのように変
か
わった

かをわかりやすく

説
せつ
明
めい
しています。

また、本
ほん
書
しょ
は日

に
本
ほん

の小
しょう
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
を対

たい
象
しょう

に書
か
かれているため、

各
かく
テーマの内

ない
容
よう
が

短
みじか
く、それぞれ見

み
開
ひら

き2ページで簡
かん
潔
けつ
に

まとめられています。

内
ない
容
よう
も理

り
解
かい
しやすい

ように、データばかり

ではなく、図
ず
や

イラストが多
た
数
すう

使
し
用
よう
さ れ て い

ます。

授
じゅ
業
ぎょう
で日

に
本
ほん
の

30年
ねん
来
らい
の変

へん
化
か
などを紹

しょう
介
かい
したいときに、教

きょう
材
ざい

としてもそのまま使
つか
えるでしょう。

本
ほん
書
しょ
には50音

おん
順
じゅん
さくいんもついています。

P.46 P.47

P.85 P.86

ひとり
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新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

言
こと
葉
は
遣
づか
いを豊

ゆた
かにするために楽

たの
しむ辞

じ
典
てん

『知
し
っておきたい　日

に
本
ほん
語
ご
コロケーション辞

じ
典
てん
』

●データ●
金
きん
田
だ
一
いち
秀
ひで
穂
ほ
監
かん
修
しゅう

学
がっ
研
けん
（〒146-8502

東
とう
京
きょう
都
と
大
おお
田
た
区
く
仲
なか
池
いけ
上
がみ
1-17-15）TEL.03-3726-

8124 FAX.03-3726-8122 URL.www.gakken.

co.jp/ 2006年
ねん
6月
がつ

4-05-302130-8

A5判
ばん
400ページ　 2310円

えん
65

43

21

「頭
あたま
が切

き
れる」「味

あじ
を占

し
める」「足

あし
を引

ひ
っ張

ぱ
る」

「腹
はら
を立

た
てる」など、日

に
本
ほん
語
ご
には、二

ふた
つ以

い
上
じょう
の

言
こと
葉
ば
が結

むす
びついてできたことば（＝コロケー

ション）がたくさんあります。一
ひと
つ一

ひと
つの言

こと

葉
ば
の意

い
味
み
はわかるけど、全

ぜん
体
たい
の意

い
味
み
がよくわ

からない、意
い
味
み
は何

なん
となくわかるけど、使

つか
い

方
かた
がよくわからない、この表

ひょう
現
げん
とこの表

ひょう
現
げん
、

よく似
に
ているけど、どう違

ちが
うんだろう。みな

さんは、そんな悩
なや
みを持

も
ったことはないで

しょうか。

本
ほん
書
しょ
は、使

し
用
よう
頻
ひん
度
ど
が比

ひ
較
かく
的
てき
高
たか
く、手

て
紙
がみ
やブ

ログ、メールなどを書
か
くときにも役

やく
立
だ
つ

「知
し
っておきたい」コロケーションを、慣

かん
用
よう

表
ひょう
現
げん
も含

ふく
めて約

やく
4000、集

あつ
めた辞

じ
典
てん
です。

コロケーションの先
せん
頭
とう
に来

く
ることば（＝

キーワード）が五
ご
十
じゅう
音
おん
順
じゅん
に並

なら
べられていて、

とても引
ひ
きやすくまとめられています。「意

い
味
み

と使
つか
い方

かた
」の欄

らん
には、「用

よう
例
れい
」や「参

さん
考
こう
知
ち
識
しき
」

「類
るい
義
ぎ
語
ご
」「対

たい
義
ぎ
語
ご
」などが示

しめ
されています。

誤
あやま
って使

つか
われやすいコロケーションについて

は、「誤
ご
用
よう
例
れい
」が示

しめ
されており、役

やく
に立

た
ちます。

巻
かん
末
まつ
にはコロケーションの後

こう
半
はん
部
ぶ
分
ふん
を見

み
出
だ
し

語
ご
とした逆

ぎゃく
引
び
き索

さく
引
いん
もつい

ていて、使
つか
いやすくなって

います。また、コラムの欄
らん

には、株
かぶ
式
しき
用
よう
語
ご
やパソコン

用
よう
語
ご
、スポーツ用

よう
語
ご
が分

ぶん
野
や

別
べつ
コロケーションとしてま

とめられています。

監
かん
修
しゅう
者
しゃ
は「まえがき」で

「コロケーションは、私
わたし
たち

が暮
く
らしている文

ぶん
化
か
を表

あらわ
し

ているのである。文
ぶん
化
か
の中

なか

の感
かん
じ方

かた
、考

かんが
え方

かた
が、こう

したコロケーションの中
なか
に

表
ひょう
現
げん
されている」

と述
の
べています。

みなさんの国
くに
の

言
こと
葉
ば
の使

つか
い方

かた
と

比
くら
べながら、本

ほん

書
しょ
を楽

たの
しみなが

ら読
よ
んでみてください。ことばと文

ぶん
化
か
の関

かん
係
けい

について、きっと新
あたら
しい発

はっ
見
けん
があるでしょう。

P.5 P.6

具
ぐ
体
たい
的
てき
な場

ば
面
めん
を想

そう
定
てい
して一

いっ
歩
ぽ
一
いっ
歩
ぽ
練
れん
習
しゅう
する

『初
しょ
級
きゅう
が終

お
わったら始

はじ
めよう　にほんご敬

けい
語
ご
トレーニング』

●データ●
金
かね
子
こ
広
ひろ
幸
ゆき

アスク（〒162-8558 東
とう
京
きょう
都
と

新
しん
宿
じゅく
区
く
下
しも
宮
みや
比
び
町
ちょう
2-6）TEL.03-3267-6864

FAX.03-3267-6867 URL. www.ask-digital.co.jp/

2006年
ねん
5月
げつ

4-87217-612-X B5判
ばん

176ページ　 1890円
えん

CD1枚
まい
付
つき

76

543

21

敬
けい
語
ご
をひと通

とお
り勉

べん
強
きょう
したのに使

つか
えない、

敬
けい
語
ご
が難

むずか
しいと思

おも
う人

ひと
たちは多

おお
いと思

おも
います。

本
ほん
書
しょ
はこのような人

ひと
のための教

きょう
材
ざい
です。全

ぜん
体
たい
は

3章
しょう
に分

わ
かれ、1章

しょう
「敬

けい
語
ご
への入

い
り口

ぐち
」では、

場
ば
面
めん
に応

おう
じてさまざまな文

ぶん
のスタイルがある

ことを簡
かん
単
たん
に学

まな
びます。2章

しょう
「テーマ別

べつ
敬
けい
語
ご

トレーニング」ではテーマ/場
ば
面
めん
に応

おう
じた敬

けい
語
ご

表
ひょう
現
げん
を練

れん
習
しゅう
し、3章

しょう
「だんだん敬

けい
語
ご
をとる」

では、場
ば
面
めん
に応

おう
じたスタイルの選

えら
び方

かた
を学

まな
び

ます。本
ほん
書
しょ
の特

とく
徴
ちょう
は、2章

しょう
にみるように、具

ぐ
体
たい
的
てき

な場
ば
面
めん
を想

そう
定
てい
して、基

き
本
ほん
的
てき
な形

かたち
の練

れん
習
しゅう
から

実
じっ
際
さい
に近

ちか
いロールプレイまで、順

じゅん
を追

お
って

敬
けい
語
ご
の練

れん
習
しゅう
ができることです。

本
ほん
書
しょ
の中
ちゅう
心
しん
である2章

しょう
は18課

か
に分

わ
かれ、取

と
り

上
あ
げられているテーマには、「誘

さそ
う」「お願

ねが
い

する」「おわびをする」のような一
いっ
般
ぱん
的
てき
な言

げん
語
ご

機
き
能
のう
に結

むす
びつくもの、「訪

ほう
問
もん
する」「予

よ
約
やく
を受

う
ける」

「面
めん
接
せつ
試
し
験
けん
を受

う
ける」のような具

ぐ
体
たい
的
てき
な場

ば
面
めん

に密
みっ
着
ちゃく
したものなど、社

しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
上
じょう
必
ひつ
要
よう
なさま

ざまなテーマがあります。

2章
しょう
の課

か
の構

こう
成
せい
を5課

か
「お願

ねが
いする」を例

れい
に

とってみてみましょう。まず、「できますか」で、

外
がい
国
こく
人
じん
が日

に
本
ほん
人
じん
に何

なに
かを頼

たの
もうとする具

ぐ
体
たい
的
てき

な場
ば
面
めん
で誤
あやま
った表

ひょう
現
げん
を含

ふく
む会

かい
話
わ
を提

てい
示
じ
します。

次
つぎ
に、「敬

けい
語
ご
で言

い
ってみま

しょう」で、先
さき
の会

かい
話
わ
の

場
ば
面
めん
に適

てき
切
せつ
な表
ひょう
現
げん
を解

かい
説
せつ
し、

例
れい
文
ぶん
を示

しめ
します。続

つづ
く「練

れん
習
しゅう

しましょう」では、CDを聞
き
き

ながら文
ぶん
型
けい
や表

ひょう
現
げん
のドリル

をします。「これでOK!」で

は、「できますか」の会
かい
話
わ

中
ちゅう
の誤

あやま
った表

ひょう
現
げん
を適

てき
切
せつ
に直

なお

した会
かい
話
わ
をCDで聞

き
きます。

「チェックしましょう」で、この

課
か
で覚

おぼ
えた表

ひょう
現
げん
の確

かく
認
にん
をし、

「どんどん覚
おぼ
えましょう」で

さらにドリルをし

ま す 。 最
さい
後
ご
に

「やってみましょう」

でロールプレイを

してみます。

このように、さまざまな練
れん
習
しゅう
を通

とお
して、

敬
けい
語
ご
の使

つか
い方

かた
を身

み
につけられるように作

つく
られ

ています。また、各
かく
課
か
に英

えい
語
ご
､韓
かん
国
こく
語
ご
、中
ちゅう
国
ごく
語
ご

訳
やく
付
つき
の単

たん
語
ご
リストがあります。

P.11～13は国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の以

い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
専
せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選

えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執

しっ
筆
ぴつ
しました。

生
いく
田
た
守
まもる
、久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ
、王

おう
崇
すう
梁
りょう
、木

き
谷
たに
直
なお
之
ゆき
、向

むか
井
い
園
その
子
こ
（執

しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）

P.50 P.51
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Enjoy Japanese Grammar !!

前
ぜん
回
かい
は「～て」の使

つか
い方

かた
について勉

べん
強
きょう
しました。今

こん
回
かい

も「～て」についてもう少
すこ
し考
かんが
えます。

次
つぎ
の文

ぶん
はどこかおかしく感

かん
じられます。正

ただ
しい文

ぶん
に

直
なお
してください。

そうですね。答
こたえ
は次

つぎ
のようになります。

「Sentence1 て、Sentence2」は、S1のあとに、S2（主
しゅ
節
せつ
）

が引
ひ
き続

つづ
いて起

お
こること（継

けい
起
き
）を表

あらわ
します。「角

かど
を

曲
ま
がる、そうしたら、銀

ぎん
行
こう
がある」というのは、動

どう
作
さ
が

引
ひ
き続

つづ
いて起

お
こっているように見

み
えるので、「～て」で

も良
よ
さそうですね。ところが、「銀

ぎん
行
こう
がある」は動

どう
作
さ

ではありません。また、「S1て、S2」が「継
けい
起
き
」を表

あらわ
す

場
ば
合
あい
、S1とS2の主

しゅ
語
ご
は同

おな
じでなければならないという

ルールがあります。
S1とS2の主

しゅ
語
ご
が同

おな
じで、両

りょう
方
ほう
の動

どう
詞
し
が動

どう
作
さ
を表
あらわ
す

次
つぎ
の文

ぶん
では、「～て」は自

し
然
ぜん
になります。

1”では、｢角
かど
を曲

ま
がった｣のも「銀

ぎん
行
こう
を見

み
つけた」

のも｢彼
かれ
」です。また、2”では、「学

がっ
校
こう
へ行

い
った」のも

「怒
おこ
られた」のも「ぼく」になります。
もう一

いち
度
ど
1と2に戻

もど
りますが、今

いま
まで述

の
べた以

い
外
がい
に、

1と2が「～て」では不
ふ
適
てき
切
せつ
な理

り
由
ゆう
がもう一

ひと
つあります。

それはS1とS2の意
い
味
み
的
てき
な関

かん
係
けい
です。1では「その角

かど
を

曲
ま
がる」という条

じょう
件
けん
・きっかけがあって、「100メートル

先
さき
に銀

ぎん
行
こう
がある」、2では、「車

くるま
で学

がっ
校
こう
へ行

い
く」という

条
じょう
件
けん
・きっかけがあって「先

せん
生
せい
が怒

おこ
った」という結

けっ
果
か
が

生
しょう
じています。このように、条

じょう
件
けん
・きっかけと結

けっ
果
か
の

関
かん
係
けい
を表
あらわ
すためには、「～て」ではなく、「～と」や

「～たら」を用
もち
いる必

ひつ
要
よう
があります。

今
いま
までは「～て」の肯

こう
定
てい
形
けい
について意

い
味
み
用
よう
法
ほう
を考
かんが
え

ましたが、次
つぎ
に、「～て」の否

ひ
定
てい
形
けい
について考

かんが
えましょう。

● 「～て」の否
ひ
定
てい
形
けい

「～て」の否
ひ
定
てい
の形
かたち
は、動

どう
詞
し
の場

ば
合
あい
と形

けい
容
よう
詞
し
・「名

めい
詞
し
＋

だ」の場
ば
合
あい
で異

こと
なります。

１．動
どう
詞
し
の場

ば
合
あい

動
どう
詞
し
の「～て」の否

ひ
定
てい
形
けい
には「～ないで」と「～なくて」

の二
ふた
つの形

かたち
があります。

１）「～ないで」

動
どう
詞
し
「～ないで」は次

つぎ
のように、「付

ふ
帯
たい
状
じょう
況
きょう
」や

「交
こう
替
たい
・代

だい
替
たい
」を表

あらわ
すときに使

つか
われます。（2）の

「交
こう
替
たい
・代

だい
替
たい
」については、動

どう
詞
し
「～なくて」も用

もち
いる

ことができます。

前
ぜん
回
かい
述
の
べたように、付

ふ
帯
たい
状
じょう
況
きょう
は「その動

どう
作
さ
がどのような

状
じょう
態
たい
で行
おこな
われているか」を表

あらわ
します。「代

だい
替
たい
・交

こう
替
たい
」と

いうのは、「その代
か
わりに」という意

い
味
み
を表
あらわ
します。

２）「～なくて」

動
どう
詞
し
「～なくて」は上

うえ
に述

の
べた「交

こう
替
たい
・代

だい
替
たい
」の意

い
味
み

も表
あらわ
しますが、次

つぎ
のように、理

り
由
ゆう
を表
あらわ
すときにしばしば

用
もち
いられます。

「～て～」（２）
通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自
じ
動
どう
詞
し
、受
うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、

～ている、～てある、～ために、～ように、～たら、～と、～て 、～なくて／ないで

問
もん
題
だい
１

1. その角
かど
を曲

ま
がって、100メートル先

さき
に銀

ぎん
行
こう
があります。

2. 先
せん
週
しゅう
、車
くるま
で学

がっ
校
こう
へ行

い
って、先

せん
生
せい
がすごく怒

おこ
りました。

（1）ａ．朝
あさ
ごはんを食

た
べないで会

かい
社
しゃ
に行

い
った。（付

ふ
帯
たい
状
じょう
況
きょう
）

ｂ．？朝
あさ
ごはんを食

た
べなくて会

かい
社
しゃ
に行

い
った。

（2）ａ．会
かい
議
ぎ
には森

もり
部
ぶ
長
ちょう
は来

こ
ないで、林

はやし
副
ふく
社
しゃ
長
ちょう
が来

き
た。

ｂ．会
かい
議
ぎ
には森

もり
部
ぶ
長
ちょう
は来

こ
なくて、林

はやし
副
ふく
社
しゃ
長
ちょう
が来

き
た。

（交
こう
替
たい
・代

だい
替
たい
）

1.’その角
かど
を曲

ま
がると、100メートル先

さき
に銀

ぎん
行
こう
があります。

2.’先
せん
週
しゅう
、車
くるま
で学

がっ
校
こう
へ行

い
ったら（行

い
くと）、先

せん
生
せい
がすごく

怒
おこ
りました。

1.”彼
かれ
はその角

かど
を曲

ま
がって、100メートル先

さき
に銀

ぎん
行
こう
を

見
み
つけました。

2.”ぼくは先
せん
週
しゅう
、車
くるま
で学

がっ
校
こう
へ行

い
って、先

せん
生
せい
にすごく怒

おこ
られ

ました。
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文法
ぶんぽう
を楽
たの
しく !!

（3）では、日
に
本
ほん
語
ご
がわからないために困

こま
り、（4）ではバスが

来
こ
なかったために、Ａさんは授

じゅ
業
ぎょう
に遅

おく
れたり、いらいら

したりしました。（3）では「日
に
本
ほん
語
ご
がわからなくて」、

（4）では、「（バスが）来
こ
なくて」が理

り
由
ゆう
を表
あらわ
しています。

では問
もん
題
だい
2です。次

つぎ
の文

ぶん
はどこがおかしいか考

かんが
えて

みてください。

みなさん、わかりましたか。
問
もん
題
だい
2の１と２に共

きょう
通
つう
しているのはS2（主

しゅ
節
せつ
）に

「聞
き
きましょう」「貸

か
してください」と意

い
志
し
表
ひょう
現
げん
が来

き
て

いることです。意
い
志
し
表
ひょう
現
げん
というのは「（学

がっ
校
こう
へ）行

い
きたい・

行
い
こう・行

い
ってください・行

い
け」のように話

はな
し手

て
の意

い
志
し

を表
あらわ
す表

ひょう
現
げん
のことを言

い
います。では、S2を意

い
志
し
を

表
あらわ
さない表

ひょう
現
げん
、無

む
意
い
志
し
表
ひょう
現
げん
に変

か
えてみましょう。

S2（主
しゅ
節
せつ
）を無

む
意
い
志
し
表
ひょう
現
げん
にすると、文

ぶん
が適

てき
切
せつ
になり

ましたね。「～ことができる／できない」「困
こま
った」

は話
はな
し手

て
の意

い
志
し
を表
あらわ
しません。

「動
どう
詞
し
＋なくて」が理

り
由
ゆう
を表
あらわ
すためには、S2（主

しゅ
節
せつ
）

が無
む
意
い
志
し
表
ひょう
現
げん
であることが必

ひつ
要
よう
になります。

理
り
由
ゆう
を「動

どう
詞
し
＋ないで」で表

あらわ
すこともあります。S2

（主
しゅ
節
せつ
）に「困

こま
る・がっかりする･大

たい
変
へん
だ」などの感

かん
情
じょう
や

評
ひょう
価
か
を表
あらわ
す動

どう
詞
し
が来

く
る場

ば
合
あい
が多

おお
いようです。しかし、

くだけた話
はな
しことばに限

かぎ
られ、また、使

つか
えないことも

多
おお
いので注

ちゅう
意
い
が必

ひつ
要
よう
です。

２．形
けい
容
よう
詞
し
・「名

めい
詞
し
＋だ」の場

ば
合
あい

形
けい
容
よう
詞
し
・「名

めい
詞
し
＋だ」の否

ひ
定
てい
形
けい
は「～なくて」だけ

です。次
つぎ
のように並

へい
列
れつ
（語

ご
や事

こと
柄
がら
を並

なら
べること）を表

あらわ
す

場
ば
合
あい
と、理

り
由
ゆう
を表
あらわ
す場

ば
合
あい
があります。

（5）は並
へい
列
れつ
を、（6）は理

り
由
ゆう
を表
あらわ
していると言

い
えます。

しかし､並
へい
列
れつ
か理

り
由
ゆう
か区

く
別
べつ
のつかない場

ば
合
あい
も多

おお
いです。

次
つぎ
の文

ぶん
を見

み
てください。

（7）では、「丸
まる
くないから、まずそう」（理

り
由
ゆう
）なのか、

「丸
まる
くない、そのうえに、まずそう」（並

へい
列
れつ
）なのか､

判
はん
断
だん
がつきにくいです。

「～なくて」は「～て」と同
おな
じく、それ自

じ
体
たい
には理

り
由
ゆう

の意
い
味
み
はなく、S2に来

く
る語

ご
や意

い
味
み
的
てき
な関

かん
係
けい
で、並

へい
列
れつ
に

なったり、理
り
由
ゆう
になったりします。動

どう
詞
し
の場

ば
合
あい
と同

おな
じく、

S2（主
しゅ
節
せつ
）に無

む
意
い
志
し
表
ひょう
現
げん
（「可

か
能
のう
動
どう
詞
し
」や、「困

こま
る・

心
しん
配
ぱい
する・安

あん
心
しん
する・驚

おどろ
く・びっくりする・いらいら

する」などの話
はな
し手

て
の気

き
持
も
ちを表

あらわ
す表
ひょう
現
げん
）が来

く
ると、

理
り
由
ゆう
になりやすくなります。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

北
きた
川
がわ
千
ち
里
さと
（1976）「「なくて」と「ないで」」『日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
』29号

ごう

市
いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（2005）『初

しょ
級
きゅう
日
に
本
ほん
語
ご
文
ぶん
法
ぽう
と教

おし
え方

かた
のポイント』

スリーエーネットワーク

（5）このかばんは大
おお
きくなくて、ちょうどいいサイズだ。

（並
へい
列
れつ
）

（6）故
こ
障
しょう
の原

げん
因
いん
が簡

かん
単
たん
じゃなくて、困

こま
っている。（理

り
由
ゆう
）

（7）このりんごは丸
まる
くなくて、まずそうだ。

問
もん
題
だい
2

１．書
しょ
類
るい
の書

か
き方

かた
がわからなくて、係

かかり
の人

ひと
に聞

き
きましょう。

２．お金
かね
がなくて、1000円

えん
貸
か
してください。

（3）日
に
本
ほん
語
ご
がわからなくて、困

こま
りました。

（4）Ａ：きのう授
じゅ
業
ぎょう
に遅

おく
れちゃったんだ。

Ｂ：どうしたの。
Ａ：いつも通

どお
り、家

いえ
を出

で
たんだけど、バスが来

こ
なく

て……。
Ｂ：タクシーに乗

の
ればいいのに。

Ａ：タクシーも来
こ
なくて、本

ほん
当
とう
にいらいらしたよ。

Ｂ：それで、遅
おく
れたのね。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
や質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。「ヤスコの日

に
本
ほん
語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん
のホームページを開

ひら
いています。

英
えい
語
ご
の翻

ほん
訳
やく
も付

つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう
してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

1.’書
しょ
類
るい
の書

か
き方

かた
がわからなくて、全

ぜん
部
ぶ
は書

か
くことが

できませんでした。
2.’お金

かね
がなくて、困

こま
りました。
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Nippon Report
High School in Japan

このコーナーでは、関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

「日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
訪
ほう
日
にち
研
けん
修
しゅう
（高

こう
校
こう
生
せい
）」に参

さん
加
か
した18か国

こく
40名

めい
の研

けん
修
しゅう
生
せい
は、日

に
本
ほん
の高

こう
校
こう
や

高
こう
校
こう
生
せい
について知

し
りたいと思

おも
い、大

おお
阪
さか
府
ふ
立
りつ
泉
せん
北
ぼく
高
こう
等
とう
学
がっ
校
こう
を訪

ほう
問
もん
しました。

高
こう
校
こう
生
せい
研
けん
修
しゅう
の参

さん
加
か
者
しゃ

▲

第
だい
７回

かい

日
に
本
ほん
の高

こう
校
こう
に

行
い
きました

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）Nipponリポート

日
に
本
ほん
の高

こう
校
こう
と私
わたし
たちの国

くに
の高

こう
校
こう
では、ちがうところがいろいろありました。制

せい
服
ふく
や

スリッパのことはとてもおどろきました。それから、たくさんの高
こう
校
こう
生
せい
が携

けい
帯
たい
電
でん
話
わ
を

持
も
っていることにもおどろきました。

▽ 日
に
本
ほん
の高
こう
校
こう
生
せい
活
かつ
についてもっと知

し
りたい人

ひと
は下
した
のURLを見

み
てください。

•であい（日
に
本
ほん
語
ご
/英
えい
語
ご
）http://www.tjf.or.jp/deai/ •大

おお
阪
さか
府
ふ
立
りつ
泉
せん
北
ぼく
高
こう
等
とう
学
がっ
校
こう
（日

に
本
ほん
語
ご
）http://www.osaka-c.ed.jp/semboku/

みんなまじめに勉
べん
強
きょう
しています。

あれ……寝
ね
ている人

ひと
もいますね。

私
わたし
の国

くに
の高

こう
校
こう
には制

せい
服
ふく
が

ありません。
イギリスでは、学

がっ
校
こう
に入
はい
るときもくつでいいです。

【11：00】学
がっ
校
こう
の中

なか
を見

けん
学
がく
しました。

【12：00】昼
ひる
ごはんの時

じ
間
かん
です。

【お弁
べん
当
とう
】 【食

しょく
堂
どう
】

【売
ばい
店
てん
】

高
こう
校
こう
生
せい
は制

せい
服
ふく
を着

き
ていました。

昼
ひる
ごはんはお弁

べん
当
とう
を持

も
って

きます。だいたいお母
かあ
さん

が作
つく
るそうです。一

いち
番
ばん
おい

しい料
りょう
理
り
ですね。お弁

べん
当
とう
が

ない人
ひと
のために食

しょく
堂
どう
や売

ばい
店
てん

もあります。

学
がっ
校
こう
に入

はい
るとき、スリッパをはきました。【10：00】高

こう
校
こう
に着

つ
きました。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：和泉

いずみ
元
もと
千
ち
春
はる
、廣

ひろ
利
かが
正
まさ
代
よ
〔関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
〕、リポーター：日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
訪
ほう
日
にち
研
けん
修
しゅう
（高

こう
校
こう
生
せい
）研

けん
修
しゅう
参
さん
加
か
者
しゃ




